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(5) 本研究で提案した TIP 法と両側加熱法を材質および形状が非対称な継手に対しても適用できることを示し，実際
の非対称継手に対して両側加熱法を適用することの有効性と，その適用条件を明確にしている。
以上のように，本論文は，管溶接継手のもつ熱的特徴を巧みに利用して，性能上問題となる管内面残留応力を制御
する新しい方法を溶接力学の基本的な考察に基づいて提案するとともに，その適用条件範囲を解析と実験から明らか
にして現実の構造物への適用を試みており，管溶接部をもっ溶接鋼構造物に生じる残留応力の工業的制御に一つの方
向性を与えるなど，その成果は溶接工学及び生産加工工学の発展に寄与するところが大である。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
